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背景：水中無線通信（Underwater Free-

space Optical Communication）の利点

 水中では音波を使った通信が一般的で，位置測位や状態監視に
広く用いられるが，データ送受信にはあまり用いられない

 通信速度が遅いから（せいぜい10kbps)

 コンピューターの発達により，扱うデータは膨大に

 例えば64Mbのデータを音響通信でやりとりしようとすると，1時間以上かかる

 水中高速無線通信の確立が望まれている

 光無線通信は本質的に高速

 小型，強力，高速応答で青や緑の光を放射する高性能なLEDやLDが普及

 水中利用の環境が整った
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背景：水による光の吸収
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海中での音波と電磁波（電波・光）の減衰
※「水中音響の原理」 R.J.ユーリック著，土屋明訳 共立出版カビ式会社
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背景：クロロフィル（葉緑素）による光の吸収
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既存装置の紹介：
東洋電機
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既存装置の紹介：
ダイトロンテクノロジー
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既存装置の紹介：

Sonardyne



水中光無線通信の課題

 海が濁ると通信できない

 ただし，濁った時に透過しやすい波長がある（≒色が変わる）

 濁りに対応して送信波長を変えたらどうか？

 海の状態を計測し，キャリア波長，通信符号，速度に対する影響を調べる

 通信距離が短い（減衰が大きい）

 感度が高い光電子増倍管を用いれば，距離は延長できる

 太陽光や照明，生物発光など，外乱光の影響を調べる
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実海域でこれらを確認するため，光の伝搬を計
測する装置「海域基礎データ取得装置」を製作
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水槽試験
（予備試験）

31m距離での変調信号(1kHz矩形波)


